
差
は
必
ず
し
も
重
大
な
も
の
で
は
な
い
で
あ
り
ま
せ
う
。
寧
ろ
戦
争
に
よ
っ

内
に
潜
む
人
間
的
の
力
に
よ
る
の
で
あ
っ
て
こ
れ
か
ら
見
れ
ば
半
年
位
の
時

実
際
に
此
式
に
参
列
し
得
た
も
の
は
極
め
て
僅
か
で
あ
り
ま
す
。
併
し
な
が

ら
此
の
苛
烈
な
戦
局
に
営
つ
て
兎
も
角
も
卒
業
式
を
畢
げ
る
こ
と
が
出
来
る

と
い
ふ
事
其
の
事
の
内
に
ま
だ
余
裕
の
あ
る
國
力
を
有
難
く
思
ふ
と
共
に
、

こ
の
余
裕
を
充
分
に
活
用
し
て
銃
後
の
又
戦
後
の
活
躍
の
基
礎
を
固
め
た
い

の
が
吾
々
の
念
願
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
御
承
知
の
如
く
、
大
東
亜
戦
も
益
々
深
刻
に
な
っ
て
参
り
ま
し
て
学
徒

と
し
て
も
必
ず
し
も
充
分
な
余
裕
を
輿
へ
ら
れ
て
居
ら
ず
又
典
へ
ら
れ
た
余

裕
に
全
力
を
か
け
る
と
い
ふ
わ
け
に
も
参
り
ま
せ
ん
。
或
は
應
召
に
或
は
勤

榜
動
員
に
、
学
校
平
素
の
進
行
と
は
著
し
く
異
つ
て
、
直
接
戦
力
増
強
に
参

典
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
場
合
が
発
生
し
て
参
り
ま
す
。
元
来
な
れ
ば
今
回
の

卒
業
生
も
来
年
の
三
月
が
期
限
で
あ
っ
た
の
を
半
年
繰
り
上
げ
に
な
っ
た
次

第
で
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
今
回
の
卒
業
生
が
在
学
し
て
純
梓
に
学
校
の
課
程

を
履
修
し
た
日
数
は
必
ず
し
も
在
来
の
規
則
の
定
む
る
通
に
は
参
つ
て
居
り

ま
せ
ん
。
併
し
非
常
の
場
合
に
非
常
の
措
性
の
行
は
れ
る
の
は
如
何
な
る
方

面
に
於
い
て
も
営
然
の
事
で
あ
り
ま
し
て
又
其
の
事
自
身
が
其
の
人
の
生
涯

の
閲
歴
に
と
つ
て
重
要
な
意
義
を
も
っ
と
す
れ
ば
こ
れ
亦
得
が
た
き
機
會
に

際
會
し
た
も
の
と
し
て
各
個
の
人
間
的
完
成
に
役
立
つ
も
の
で
あ
ら
う
と
信

じ
ま
す
。
固
よ
り
数
ケ
年
に
す
ぎ
ぬ
学
校
生
活
が
立
派
な
築
術
家
を
諸
君
に

於
い
て
作
っ
た
と
お
も
う
の
は
誤
り
で
あ
り
ま
し
て
此
数
年
は
漸
く
藝
術
生

活
へ
の
初
歩
を
諭
み
だ
し
た
位
の
も
の
で
あ
り
ま
し
て
諸
君
の
藝
術
も
こ
れ

か
ら
先
長
く
人
間
的
教
捉
と
共
に
漸
次
完
成
さ
れ
て
行
く
べ
き
筈
で
あ
り
ま

す
。
従
っ
て
時
局
の
影
孵
が
諸
君
の
将
来
に
ど
う
あ
ら
は
れ
る
か
は
諸
君
の

課
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
著
し
く
時
間
数
が
増
え
た
こ
と
。

て
興
へ
ら
れ
た
緊
張
を
持
ち
つ
ゞ
け
て
行
く
と
こ
ろ
に
却
つ
て
大
き
な
も
の

が
其
慮
に
生
れ
る
と
い
ふ
こ
と
を
予
想
す
る
こ
と
も
出
来
る
の
で
あ
り
ま

す。諸
君
最
後
の
学
生
生
活
と
と
も
に
未
曾
有
の
大
戦
を
体
験
し
た
諸
君
の
内

に
は
如
何
に
大
き
な
も
の
が
生
れ
る
か
は
私
が
切
に
期
待
し
て
居
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
此
慮
に
新
卒
業
生
諸
君
を
送
る
に
あ
た
り

一こ
と
式
辞
を
申

述
べ
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

⑥

規

程

改

正

昭
和
十
九
年
六
月
六
日
、
東
京
美
術
学
校
規
程
が
改
正
さ
れ
、
従
来
の
規
程

（
昭
和
八
年
二
月
改
正
）
と
比
べ
て

一
、
予
科
が
廃
止
さ
れ
、
本
科
、
師
範
科
と
も
修
業
年
限
が
四
年
と
な
っ
た

こ
と
。

二
、
本
科
、
師
範
科
と
も
入
学
資
格
が
一
年
下
げ
ら
れ
て
中
学
校
＝
―-
年
修
了

程
度
と
な
っ
た
こ
と
。

三
、
本
科
の
選
択
学
科
目
は
廃
止
さ
れ
、
従
来
予
科
で
教
え
て
い
た
一
般
教

旋
的
科
目
や
教
職
科
目
と
と
も
に
適
宜
各
科
の
学
科
課
程
に
取
り
込
ま
れ

た
こ
と
。

四
、
体
育
関
係
科
目
は
、
従
来
は
各
科
と
も

一
年
か
ら
三
年
ま
で
毎
週
一
一
時

間
の
「
体
操
」
（
教
練
を
含
む
）
が
課
せ
ら
れ
て
い
た
が
、
改
正
後
は

一

年
か
ら
四
年
ま
で
毎
週
四
時
間
の
「
教
練
」
と
同
二
時
問
の
「
体
錬
」
が

等
の
大
き
な
変
化
が
あ

っ
た
。
こ
の
改
正
は
全
く
決
戦
態
勢
に
対
応
す
る
た
め

の
も
の
で
あ
り
、
美
術
教
育
機
関
と
し
て
の
独
自
性
は
皆
無
で
あ
っ
た
と
言
え

第3卒 戦 時 下 944 



附
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本
令
ハ
昭
和
十
九
年
四
月

一
日
ョ
リ
之
ヲ
適
用
ス

本
令
施
行
ノ
際
現
二
豫
科
ョ
リ
進
學
ン
本
科
二
在
學
ス
ル
生
徒
ノ
中
第
一
―
―
根

年
、
第
二
駆
年
及
第
一
駆
年
ノ
生
徒
ハ
夫
々
本
令
二
依
ル
本
科
第
四
駆
年
、
第

三
學
年
及
第
二
學
年
ノ
生
徒
ト
ス

本
令
施
行
ノ
際
現
二
本
科
二
在
學
ス
ル
生
徒
ノ
中
豫
科
ョ
リ
進
學
七
ル
生
徒
及

師
範
科
ノ
第
二
學
年
以
上
二
在
學
ス
ル
生
徒
二
課
ス
ベ
キ
學
科
目
及
録
週
教
授

時
敷
ハ
祈
組
規
程
ヲ
担
酌
シ
テ
學
校
長
之
ヲ
定
ム

ス
0
文
部
右
令
第
三
十
八
披

東
京
美
術
學
校
規
程
中
左
ノ
通
改
而
ス

昭
和
十
九
年
六
月
六
日
文
部
大
臣

子

爵

岡

部

第
二
條
中
「
本
科
」
ヲ
「
本
科
及
師
範
科
」
二
改
ム

第
四
條
ヲ
削
リ
第
三
條
ヲ
第
四
條
ト
ス

第
三
條
本
科
及
師
範
科
二
入
學
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ル
者
ハ
國
民
學
校
初
等
科
修

了
程
度
ヲ
以
テ
入
知
子
査
格
ト
ス
ル
中
根
校
ノ
第
一
―
―
學
年
修
了
者
又
ハ
本
校
駆

則
二
於
テ
入
學
二
闊
、
そ
之
卜
同
等
以
上
ノ
線
カ
ア
リ
ト
定
メ
タ
ル
者
二
付
試

験
ノ
上
學
校
長
之
ヲ
定
ム

第
五
條
本
科
及
師
範
科
ノ
學
科
目
及
旬
週
数
授
時
敷
ハ
第
一
琥
表
二
依
ル

第
六
條
乃
至
第
十
三
條
ヲ
削
リ
第
十
四
條
ヲ
第
六
條
、
第
十
五
條
ヲ
第
七
條
卜

る
。
新
規
程
は
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

長屈

数数 外美 闘
美 II ，支 美國
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迫爪-Jニ
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第 敷
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第
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日
本
粛
科
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外 Ii色

I 

儒 数 数数 心 建 槻 工 岡 美 国國 闘

學
文 工 西 東 塑

械 藝 洋 洋 案
計 授育 國彩 理 築 及

様 藝 美 美
術

工 材
製 術 術

原

錬 練 法學 語 學 學 學 學 料 岡 史 史 史 史 史 語 史 理 辿

九 四 （二） （二）

九 四 （二） （二） 四 （二）

！ 

九 四 （二）（二） 四

九 四 四 （二）

物 闘 美 國 國 彫 宜 道
學

躾
文 金 工 西 東 岡 日 素 塑 鍛 彫

理 洋 洋
金

及
様 工 藝 美 美 術 製

本 科
化
製 術 術 作

限 闘 史 史 史 史 史 史 語 史 法 案 ヨ皿ァ 描 造 金 金 技 義
目

第

（三） 翌（二） （二）（二）（二） 九 毎 ，

第 週
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゜
数

第 授

信） 悶（二） （二） 四 （二） （二） 四 時

第 敷

四

（同） 悶（二）（二） 四 四

工
藝
科
彫
金
郡
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恰

錬

数

練
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四

四

第
八
條
本
校
各
科
二
女
子
ヲ
入
學
七
、
ソ
ム
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ

⑦

規
則
改
正
案
中
の
女
生
徒
募
集
案

左
記
の
規
程
改
正
に
伴
い
東
京
美
術
学
校
規
則
の
改
正
も
行
わ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
が
、
改
正
規
則
は
現
存
せ
ず
、
改
正
案
（
印
刷
物
）
の
み
が
残
っ
て
い

る
。
そ
れ
は
改
正
規
程
の
趣
旨
と
同
様
の
改
正
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
お
よ
び

研
究
科
の
学
科
課
程
が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
以
外
は
従
来
の
規
則
と
大
差
が

な
い
。
た
だ
し
、
注
目
す
べ
ぎ
は
、
次
の
条
項
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。

（『官報』昭和十九年六月六日）
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